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（1） 令和7年1月1日発行

　令和6年7月 31日（水）博多市民センターホー　令和6年7月 31日（水）博多市民センターホー
ルにて、第 49回博多区高齢者演芸大会を開催しルにて、第 49回博多区高齢者演芸大会を開催し
ました。この日の参加チームは 18団体。懸命にました。この日の参加チームは 18団体。懸命に
稽古に励んだ成果をこの日の舞台で見事に発揮さ稽古に励んだ成果をこの日の舞台で見事に発揮さ
れ、会場は大盛り上がりとなりました。れ、会場は大盛り上がりとなりました。

最優秀賞 ホクレレ（弥生）「ケカリネイアウ、アロハ・オエ」ホクレレ（弥生）「ケカリネイアウ、アロハ・オエ」

優秀賞 南山会（東月隈）「春秋の舞」南山会（東月隈）「春秋の舞」

優秀賞 那珂良し会（那珂）那珂良し会（那珂）
「ふるさとの四季を歌う」「ふるさとの四季を歌う」

千
代
翠
会（
千
代
）

千
代
翠
会（
千
代
）

「
ね
ず
み
小
僧
」

「
ね
ず
み
小
僧
」

優秀賞 王さんの太極拳（板付）王さんの太極拳（板付）
「24式太極拳」「24式太極拳」

特別賞

春住長生クラブ（春住）春住長生クラブ（春住）
「嗚呼昭和　星の流れに」「嗚呼昭和　星の流れに」チームワーク賞

手話ダンス（長生園）手話ダンス（長生園）
� 「夢をあきらめないで」� 「夢をあきらめないで」

熱演賞
民舞くらぶ（東住吉）民舞くらぶ（東住吉）
「まつり、佐渡の舞扇」「まつり、佐渡の舞扇」演技賞

第49回博多区高齢者演
芸大会

チチーームワムワーーククとと熱意熱意ととワザワザ
でで

� 最高� 最高にに盛り上がりました!!盛り上がりました!!
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の
一
つ
と
な
る
、
連
続
テ

レ
ビ
小
説
『
お
む
す
び
』

の
放
送
が
開
始
さ
れ
る
な

ど
、
博
多
の
街
に
、
新
た

な
人
の
流
れ
や
、
賑
わ
い

と
元
気
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
岡
市
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
到
来
を

見
据
え
、
誰
も
が
心
身
と

も
に
健
康
で
自
分
ら
し

く
活
躍
で
き
る
、
持
続

可
能
な
社
会
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福
岡

1
0
0
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
認
知
症
の
方
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ケ
ア
技
法
で
あ
る
「
ユ
マ

ニ
チ
ュ
ー
ド
」
の
普
及
促

進
や
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
拠
点
「
福
岡
1
0
0

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
「
博
高
連
」
会
員
の

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら

会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流

を
深
め
ら
れ
、
健
康
づ
く

り
や
教
養
の
向
上
、
社
会

奉
仕
な
ど
、
地
域
を
豊
か

に
す
る
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す

こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
西
鉄
天
神
大

牟
田
線
の
桜
並
木
駅
の
開

業
や
、
博
多
ポ
ー
ト
タ

ワ
ー
の
開
設
60
周
年
、
約

30
年
ぶ
り
の
福
岡
が
舞
台

プ
ラ
ザ
」
で
本
人
の
意
欲

や
能
力
に
応
じ
た
活
動
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
博
多
区
役
所
に
、
福

祉
に
つ
い
て
の
様
々
な
相

談
が
で
き
る
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
「
ぬ
く
も
り
の

窓
口
」
を
昨
年
8
月
に
開

設
す
る
な
ど
、
誰
も
が
健

や
か
で
い
き
い
き
と
、
そ

し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

博
高
連
の
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
も
社
会
の
主
役
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
、
社
会

参
加
の
促
進
な
ど
の
活
動

に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
ら
れ
る
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
博
高
連
及
び
会

員
の
皆
様
に
と
っ
て
明
る

く
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
ま
た
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

人
生
１
０
０
年
時
代

人
生
１
０
０
年
時
代

健
や
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る

健
や
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る

髙
木
　
三
郎

博
多
区
長
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し
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
タ

ン
ク
大
会
や
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
で
は
多
く
の
選
手

が
競
技
に
汗
を
流
し
、
交

流
の
輪
を
広
げ
ス
ポ
ー
ツ

を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

文
化
事
業
で
あ
る
演
芸
大

会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、

芸
ど
こ
ろ
博
多
の
名
に
相

応
し
い
華
や
か
な
舞
台
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
勢
の

会
員
が
観
劇
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常

日
頃
か
ら
博
高
連
が
実
施

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
や
社
会
奉
仕
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
活
動
ま
た
は

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り

活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
員
の
皆
様
に
は
、

お
健
や
か
な
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
パ
リ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
大
リ
ー
グ
で
の
日
本

人
選
手
の
活
躍
、
さ
ら
に

は
、
地
元
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
が
リ
ー
グ
優
勝

す
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
界
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

博
高
連
に
お
き
ま
し

て
も
、
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
は
暑
さ
の
た

め
に
途
中
中
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

市
大

会
で
は
博
多
区
の
選
手
が

上
位
入
賞
す
る
な
ど
活
躍

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

博
高
連
の
今
年
の
活
動

目
標
は
、
会
員
の
皆
様
の

健
康
を
第
一
に
考
え
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
的
と
し
た
要
介

護
や
認
知
症
の
予
防
効
果

を
高
め
る
活
動
で
あ
る
「
人

と
の
交
流
を
多
く
持
つ
」

「
運
動
は
仲
間
と
す
る
」「
地

域
組
織
へ
参
加
す
る
」
こ

れ
ら
の
こ
と
が
実
践
さ
れ
、

か
つ
皆
さ
ん
が
参
加
し
や

す
い
、
楽
し
い
事
業
と
な

る
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見

ご
要
望
等
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
た
だ
き
、
み
ん

な
で
博
高
連
活
動
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

大
き
な
課
題
で
あ
る
会

員
増
強
に
つ
き
ま
し
て
は
、

運
営
委
員
会
な
ど
で
対
応

策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め

会
長
　
木
原
　
正
道

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
第
一
！

健
康
第
一
！

楽
し
い
活
動
、
楽
し
い
仲
間
と
！

楽
し
い
活
動
、
楽
し
い
仲
間
と
！

る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
て
は
、
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
多
く
の

方
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ

や
楽
し
さ
、
面
白
さ
を

P
R
し
て
く
だ
さ
い
。
民

生
委
員
や
町
内
会
、
自
治

協
議
会
と
協
力
し
老
人
ク

ラ
ブ
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
人
を
勧
誘
し
て
く
だ
さ

い
。
身
近
な
人
の
確
か
な

言
葉
は
心
に
響
き
ま
す
。

自
ら
の
健
康
を
育
み
、
共

に
支
え
合
う
仲
間
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
が
会
員
の
皆
様
方
並

び
に
ご
家
族
様
に
と
っ
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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令
和
令
和
66
年年
1010
月月
44
日
（
金
）
博

日
（
金
）
博

多
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

多
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
、

第第
1919
回
博
多
区
高
齢
者
カ
ラ
オ

回
博
多
区
高
齢
者
カ
ラ
オ

ケ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

ケ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
日
の
出
演
者
は

の
日
の
出
演
者
は
2929
名
。
い
ず

名
。
い
ず

れ
劣
ら
ぬ
熱
唱
に
会
場
は
熱
気

れ
劣
ら
ぬ
熱
唱
に
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

に
包
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
大
会
は
観
客
席
か
ら

ま
た
、
本
大
会
は
観
客
席
か
ら

の
応
援
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。

の
応
援
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
。

ペ
ン
ラ
イ
ト
や
お
手
製
の
う
ち

ペ
ン
ラ
イ
ト
や
お
手
製
の
う
ち

心
に
響
く

心
に
響
く
2929
名
の
熱
唱
に
感
動

名
の
熱
唱
に
感
動

令
和
6
年
度
第
19
回
博
多
区
高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
大
会

賞 校区・地区 氏　名
最優秀歌唱賞 三　筑 須志原　守

優秀歌唱賞
那珂南 桐原　　学
三　筑 松岡　　茂
板　付 奥野喜久治

奨励賞
板　付 中牟田智恵子
住　吉 渡邉　善季
美野島 柴﨑　榮子

大会結果大会結果 （敬称略）（敬称略）

わ
、
髪
飾
り
な
ど
、
様
々
な
小

わ
、
髪
飾
り
な
ど
、
様
々
な
小

道
具
と
声
援
で
壇
上
の
出
演
者

道
具
と
声
援
で
壇
上
の
出
演
者

を
引
き
立
て
る
応
援
団
。
出
演

を
引
き
立
て
る
応
援
団
。
出
演

者
だ
け
で
な
く
観
客
席
か
ら
も

者
だ
け
で
な
く
観
客
席
か
ら
も

笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。

笑
顔
が
溢
れ
ま
す
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
の
結
果
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
の
結
果
、

最
優
秀
歌
唱
賞

最
優
秀
歌
唱
賞
11
名
、
優
秀
歌

名
、
優
秀
歌

唱
賞
唱
賞
33
名
、
奨
励
賞

名
、
奨
励
賞
33
名
が
選

名
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

ざ
い
ま
す
！

城川　八重子城川　八重子さんさん
（東光校区）（東光校区）

9292歳歳

《最高齢者賞》

8787歳歳

渡邉　善季渡邉　善季さんさん
（住吉校区）（住吉校区）

力
の
こ
も
っ
た
応
援

力
の
こ
も
っ
た
応
援

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う��
ご
ざ
い
ま
し
た
！

ご
ざ
い
ま
し
た
！

柴﨑　榮子柴﨑　榮子
（美野島）（美野島）

奨
励
賞

奥野　喜久治奥野　喜久治
（板付）（板付）

優
秀
歌
唱
賞

中牟田　智恵子中牟田　智恵子
（板付）（板付）

奨
励
賞

渡邉　善季渡邉　善季
（住吉）（住吉）

奨
励
賞

祝!W受賞

桐原　学桐原　学
（那珂南）（那珂南）

優
秀
歌
唱
賞

松岡　茂松岡　茂
（三筑）（三筑）

優
秀
歌
唱
賞

須志原　守須志原　守
（三筑）（三筑）

最
優
秀
歌
唱
賞
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令
和
6
年
8
月
7
日
（
水
）

博
多
区
役
所
5
階
集
団
指
導
室

に
て
、
博
高
連
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
で
は
博
多

区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
福
祉
課
の
保
健
師
、
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
お
口
の
健
康
と
フ

レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
、
口
腔

フ
レ
イ
ル
予
防
と
よ
か
ト
レ
体
操

料
理
教
室
で

�

お
い
し
く
フ
レ
イ
ル
対
策

令
和
6
年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

健
康
教
室

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

ケ
ア
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
運
動
指
導
士
に
よ
る
よ

か
ト
レ
体
操
指
導
も
あ
り
、
フ

レ
イ
ル
を
防
ぐ
た
め
実
際
に
体

を
動
か
し
な
が
ら
体
操
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

10
月
23
日
（
水
）、
博
多
区
役

所
5
階
栄
養
学
習
室
に
て
、
令
和

6
年
度
博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
は
数
年
ぶ
り
に
料
理
教
室

を
開
催
。
博
多
区
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
協
力
の
も
と
、「
フ

レ
イ
ル
予
防
の
料
理
教
室
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
5
班
に
わ
か
れ
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
は
じ
め
に
講
師
の

赤
川
先
生
に
よ
る
講
話
と
当
日
調

理
し
た
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
の
説
明

を
聞
き
、
料
理
実
習
に
臨
み
ま
し

た
。
皆
さ
ん
流
石
の
手
際
の
良
さ

で
昼
頃
に
は
各
班
調

理
を
終
え
い
ざ
試
食

会
へ
。
試
食
会
で
木

原
会
長
筆
頭
に
博
高

連
三
役
も
お
迎
え
し

て
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
班

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
感

想
を
述
べ
合
い
、
講

師
講
評
を
い
た
だ
い

て
無
事
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
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9
月
18
日
（
水
）、
山
王
公
園
に

て
博
多
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
変
日
差
し
が
強
く
な

り
、
開
会
式
も
木
陰
に
集
ま
っ
て

開
催
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て

行
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
体
調

猛
暑
の
中

�
１
６
０
名
が
奮
闘
！

寒
さ
に
負
け
ず

�

仲
間
と
楽
し
く
！

第
31
回
博
多
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

第
20
回
博
多
区
高
齢
者
ペ
タ
ン
ク
大
会

や
熱
中
症
を
考
慮
し
て
途
中
中
止

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
気
候
の
変
化
も
考
え
、
今
後
は
よ

り
運
動
し
や
す
い
秋
頃
に
開
催
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
今
後
と
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
11
月
6
日
（
水
）、
山
王
公
園
自

由
広
場
で
、
第
20
回
博
多
区
高
齢
者

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
20
回
目
の
大
会
に

は
、
例
年
通
り
多
く
の
参
加
者
が
集

ま
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
少
し
肌
寒
い
天
候
で
し
た

が
、
寒
さ
も
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
活
気
に
満
ち
溢

《総合順位》
順　位 チーム名 校区・地区
優　勝 昭南町 那珂南
準優勝 春　町 那珂南
第 3位 麦１ Ａ 板　付

《第20回記念大会　特別賞》
順　位 チーム名 校区・地区
第 4位 光丘町Ａ 那珂南
第 5位 新和町 那珂南
第 6位 元　町 那珂南詫間 千代子さん詫間 千代子さん

（春　住）（春　住）

8888歳歳

　健康のためには体を動
かすことが大事！その中
でも健康維持で笑顔を武
器にすることがもっと大
事 !!

　ダーツやペタンクなど
体を動かすことや皆さん
とわいわい楽しく過ごす
ことが健康の秘訣です。

野瀬 万太郎さん野瀬 万太郎さん
（吉　塚）（吉　塚）

8888歳歳

《最高齢者賞》

れ
、
は
つ
ら
つ
と
ペ
タ
ン
ク
競
技
に

挑
み
ま
し
た
。
今
年
は
特
別
に
、
こ

れ
ま
で
1
位
か
ら
3
位
ま
で
の
表
彰

に
加
え
、
6
位
ま
で
の
表
彰
を
行
う

こ
と
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
が

そ
の
成
果
を
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
中
は「
こ
の
ボ
ー
ル
を
ビ
ュ
ッ

ト
に
当
て
て
！
」
と
仲
間
同
士
で
声

を
掛
け
合
い
、
盛
り
あ
が
り
、
相
手

チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
を
巧
み
に
避
け
な

が
ら
、
自
分
た
ち
の

ボ
ー
ル
を
ビ
ュ
ッ
ト

に
近
づ
け
る
た
め
、

み
な
さ
ん
真
剣
に
、

楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
、

参
加
者
同
士
の
交
流

が
あ
り
、
笑
顔
と
温

か
い
言
葉
が
交
わ
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
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マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
研
修
し
な
が
ら
交
流

高
校
生
が
教
え
る
ス
マ
ホ
教
室

令
和
6
年
度
デ
ジ
タ
ル
研
修

令
和
6
年
10
月
29
日
（
火
）、

博
多
市
民
セ
ン
タ
ー
の
第
一
会

議
室
に
て
デ
ジ
タ
ル
研
修
会
「
高

校
生
が
教
え
る
ス
マ
ホ
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修

会
で
は
精
華
女
子
高
等
学
校
の

生
徒
と
au
博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
店
の
研
修
ス
タ
ッ
フ
が
講
師

と
し
て
参
加
し
、
研
修
に
参
加

さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
35
名

に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
研
修
を

女性部
友愛の
女性部
友愛のわ

那珂校区老人クラブ連合会
� 松風会　女性部長　浦山　富三栄

地域と繋がり
まっしょ♡

　私たちはボッチャ大会・子育てサロン・那珂小
学校 1 年生との昔遊び・竹下祭り ( ブンブンごま・
折り紙工作 ) 等を地域で行っています。
　女性部の高齢者福祉施設との交流はコロナ禍で
お会いしての交流はできませんが、施設長を通じ
て手作りの作品を持参して毎年友愛訪問をおこ
なっています。本年度は使用した柔らかいタオル
で作ったぞうきんを持参しました。
　また、入所者様のお部屋に飾っていただくよう
に折り紙の得意な会員さんの指導のもと紫陽花の
壁掛けを製作しました。
　地域での人と人との関わりが少なくなっている
現在、高齢者相互の支えあいが一層求められてい
ます。同世代の仲間の心と心をつないだ友愛活動
でみんなの笑顔のある暮らしを築いていきたいと
思います。

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
講
師
の
生
徒
と
研
修

生
の
会
員
が
、
ス
マ
ホ
の
操
作

に
関
す
る
細
か
な
疑
問
や
質
問

を
行
う
中
で
交
流
を
進
め
、
時

に
世
間
話
も
交
わ
し
な
が
ら
、

高
齢
者
と
若
年
者
の
異
世
代
交

流
や
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
生
徒
か

ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
学
ぶ
研
修

は
大
変
反
響
も
よ
く
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
通
常
の
研
修

で
は
質
問
し
に
く
い
疑
問
が

そ
の
場
で
す
ぐ
解
決
で
き
た

こ
と
や
、
研
修
を
通
じ
て
講

師
の
生
徒
と
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
楽
し
く
納
得
が
い
く

ま
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
満
足
の
様
子
で
し
た
。

昨
年
の
高
齢
者
演
芸
大
会
、

今
年
の
デ
ジ
タ
ル
研
修
会
に

続
き
、
今
後
も
様
々
な
形
で

異
世
代
交
流
の
場
を
広
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
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下
月
隈
常
磐
会
は
第
一
常
磐
会

〜
第
三
常
磐
会
の
１
８
０
人
で
構

成
さ
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
、
運

動
か
ら
文
化
活
動
ま
で
14
の
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ

ト
ダ
ー
ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
は
校
区

内
の
老
人
会
と
交
流
戦
を
や
る
な

ど
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
カ

ラ
オ
ケ
、
太
極
拳
、 

卓
球
な
ど
も

愛
好
者
が
多
く
、
集
会
所
が
狭
い

く
ら
い
の
盛
況
ぶ
り
を
呈
し
て
い

ま
す
。

　

中
で
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

人
気
は
高
く
32
名
程
が
、
登
録
し

東月隈校区東月隈校区

東
月
隈
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

下
月
隈
常
磐
会　

会
長　

土
屋　

博
幸

1414
の
サ
ー
ク
ル
が

の
サ
ー
ク
ル
が

��

活
発
に
活
動
中
！

活
発
に
活
動
中
！

て
お
り
週
3
回(

月
、
水
、
金)

団
地
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
汗
を
流

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
の
高
齢
化
を
反
映
し
て
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
参
加
す
る
人

も
80
歳
は
当
然
の
風
潮
で
あ
り
、

サ
ー
ク
ル
参
加
理
由
も
体
力
・
健

康
維
持
、
他
人
と
会
話
な
ど
と
老

化
や
ボ
ケ
防
止
に
良
い
か
ら
と
考

え
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

老
人
会
も
サ
ー
ク
ル
活
動
を
利

用
し
て
の
入
会
促
進
を
図
っ
て
い

る
所
で
す
。

会 員 の声 「私の健康法」「私の健康法」テーマ

　私の健康法と申しまして、もう 95 歳と
なり身体もどうにも動きません。しかし、
すぐそこに目標があるということが自分の
心に力を与えます。今は 2週間後の孫の結
婚式に出席することを目標とし、心の健康
を保って次のことを頑張っています。
（1）テレビ体操（NHK第 1）
　　9時 55分～ 10時まで
（2）足と腰のストレッチ（5分程度）
（3）家内と 2人で近所のマーケットまで
　　 買い物に行く（20分）
（4）竹刀の素振り（10分）
以上を毎日やっています。

大浜地区　楽生会
田中　寛（95）

身近な目標が
� 自分の心に力を

　朝は5時半に起床し、日中はグラウンド・ゴ
ルフやパークゴルフで運動と会話を楽しみ、夕
方は愛犬との散歩を行い、お風呂上がりにスト
レッチやスクワ
ットで体をほぐ
しています。そ
して何より毎日
笑顔でいること
を心がけていま
す。

毎日笑顔でいることを
心がけて

東月隈校区　南山会
佐藤　鈴子（76）

　私は健康に特別にあれ、これといった事はし
ていないが、強いて申し上げれば、早寝、早起き、
適当な運動、適度の晩酌と、昨日の事は忘れて、
今日を楽しく、何事もくよくよせず気ままに生
きていることかな？

くよくよせずに、
� 今日を楽しく

東月隈校区　南山会
井上　春一（82）
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わが町歴史散歩第16回

博多にまつわる歴史をご紹介します

　

博
多
臨
港
線
は
先
の
大
戦
中

の
昭
和
17
年
に
運
用
が
始
ま
り
、

私
ど
も
奈
良
屋
地
区
の
築
港
本

町
を
横
断
し
て
線
路
が
敷
設
さ

れ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
し
た
。

町
の
風
景
の
一
部
だ
っ
た
博
多

臨
港
線
で
し
た
が
平
成
10
年
に

貝
塚
付
近
に
あ
る
福
岡
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
除
い
て
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
大
相
撲
が
開
催
さ
れ

る
国
際
セ
ン
タ
ー
の
前
の
道
路

が
当
時
は
線
路
で
蒸
気
機
関
車

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
こ
の
通
り
の
岡
側
は
博
多

警
察
署
管
内
で
あ
り
、
海
側
は

博
多
臨
港
警
察
署
管
内
で
す
。

那
珂
川
を
渡
っ
て
福
岡
側
ま
で

線
路
が
伸
び
た
の
は
戦
後
の
昭

和
29
年
の
こ
と
で
す
。
私
が
小

学
生
の
頃
、
肝
試
し
で
鉄
橋
を

歩
い
て
渡
っ
た
の
は
昭
和
30
年

奈良屋地区老人クラブ連合会 
会長　青木 望頃

で
し
た
の
で
、
で
き
て
す
ぐ

の
頃
だ
っ
た
こ
と
を
今
知
り
ま

し
た
。
鉄
橋
上
の
幅
30
セ
ン
チ

の
足
場
板
を
歩
く
の
が
怖

か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
思

い
出
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
を
自
転
車
に
乗
っ
て

渡
っ
て
い
く
お
じ
さ
ん
が

居
た
か
ら
驚
き
ま
し
た
。

す
ぐ
横
に
か
か
る
那
の
津

大
橋
が
で
き
た
の
は
昭
和

37
年
で
ま
だ
後
の
こ
と
で

す
か
ら
、
近
道
に
な
る
こ

の
鉄
橋
を
渡
っ
て
福
岡

ボ
ー
ト
に
行
っ
て
い
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

博
多
臨
港
線
は
香
椎
駅

か
ら
分
岐
し
た
貨
物
専
用

線
で
し
た
。
現
在
も
貝
塚

〜
箱
崎
間
に
福
岡
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
残
っ
て

い
ま
す
。
横
を
走
る
都
市

懐かしの懐かしの
博多臨港線博多臨港線

高
速
道
の
下
り
線
を
西
鉄
バ
ス

に
乗
っ
て
通
る
と
広
大
な
敷
地

に
多
数
の
貨
物
車
両
が
並
ん
で

い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
博
多
臨

港
線
を
詳
し
く
調
べ
た
方
の
ブ

ロ
グ
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

旧
3
号
線
沿
い
に
あ
る
ゆ
め
タ

ウ
ン
は
博
多
臨
港
線
の
操
車
場

跡
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
土
地
は
今
で
も
J
R
九

州
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く
だ
さ 

い
。
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

楽
し
い
記
事
で
し
た
。

〝原稿募集中〟会 員 の声 「私の健康法」「私の健康法」テーマテーマ

【締切日】
令和7年5月31日（金）

　博高連だよりでは「会員の声」を募集しています。テーマは「私の健康法」です。
皆さんは健康維持のため、食事や運動など何か健康に気をつけていますか？ぜひ
皆さんの健康法を教えてください！
　なお、ご投稿は下記宛先までどしどしお送りください。

博多区老人クラブ連合会
〒812-8512 博多区博多駅前2丁目8-1　博多区役所4F

送付先

※字数50字〜100字程度

☎　 （092）419 ー 1085
FAX（092）441 ー 1455
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相談は終活サポートセンターへ
　終活サポートセンターでは、相続、葬儀、医療同意など、
終活に関するさまざまな相談に対応するほか、情報提供な
ども行っています。さらに必要に応じて専門機関におつな
ぎします。 

●専門家による無料相談
　第 1、2、3、5 水曜日は終活アドバイザーが、第 4 水
曜日は弁護士が面談で相談に応じます。時間は午後 1 時〜
4 時（定員 3 人、1 人 1 時間）。予約制です。

●終活出前講座
　ふれあいサロンや地域カフェなどに職員が出向き、出前
講座を行います。

●死後事務委任事業
　身寄りがなく、自身の葬儀等の死後事務に不安を抱え
る人を支援しています。
　毎月定額の利用料を支払って死後事務を委任する「や
すらかパック事業」と、預託金の中から死後事務を行う「ず
ーっとあんしん安らか事業」があります。

■問い合わせ先 
　終活サポートセンター 
　（中央区荒戸三丁目ふくふくプラザ３階
　 福岡市社会福祉協議会内）
　  電話：092-406-0168（平日午前 9 時〜午後 5 時）
　  FAX：092-406-0169

「あなた名義の携帯電話が犯罪に利用されている」
「動画を視聴し、その画像を送信するだけで報酬が貰える」
「サイトの未払い料金があり、支払わないと携帯電話が強制解約となる」
「あなたの保険証が不正に利用されているので、話を聞かせてほしい」
「○○県警の捜査であなたの名前が出てきた」
「特殊詐欺グループの主犯を逮捕し、捜査したところ、あなたの
 カードが使われていたので、捜査に協力してほしい」

不審な電話・不審な電話・
　　身に覚えのない電話が身に覚えのない電話が
� かかったら…� かかったら…
博多警察署博多警察署
☎ 092-412-0110 ☎ 092-412-0110 までまで

ま す ま す 巧 妙 化 す る 詐 欺 の 手 口ま す ま す 巧 妙 化 す る 詐 欺 の 手 口博多警察署
お知らせ

フレイルを予防しましょう！

　加齢や病気によって心身の活力（体力、気力、認知機能、社会とのつ
ながり等）が徐々に低下し、要介護状態になる前の『虚弱』な段階をい
います。
　フレイルになっても、早期に気づいて日常生活を見直すことで、健康
な状態に戻ることができます。

　体力・筋力を保つことはフレイル予防に重要です。日頃から意
識して体を動かしましょう！

〇フレイルとは… 〇日常生活で意識して体を動かしましょう

階段を
使用洗濯掃除

①
か
か
と
上
げ

②
ひ
ざ
伸
ば
し

③
ひ
ざ
上
げ

④
ス
ク
ワ
ッ
ト

⑤
片
足
立
ち

つま先を床につけたまま、
かかとの上げ下げを繰り返す

（10 〜 20 回）

ふくらはぎの筋力アップ

ひざをまっすぐ上げて 5 秒保
ち、ゆっくり降ろす

（片足 5 〜 10 回ずつ）

ひざ上の筋力アップ

足を肩幅に開きゆっくり腰を
下ろし、ゆっくり立ち上がる

（3 〜 10 回・1 日 3 セット）

足腰の筋力アップ

床につかない程度に片足をあ
げ、そのまま 1 分間保つ

（左右 1 分間ずつ・1 日 3 回）

バランス能力アップ

ひざを胸に引き上げ 5 秒保ち、
ゆっくり降ろす（片足 10 回ずつ）

足を持ち上げる筋肉
（腸腰筋）の筋力アップ

〇おうちでできる簡単トレーニング 無理せず続けて運動を習慣にしよう！

【お問い合わせ先】　博多区地域保健福祉課
　電話：092-419-1100　　FAX：092-402-1169

歩行中の交通事故に気をつけましょう！歩行中の交通事故に気をつけましょう！
　昨年 8 月末時点、県内の交通事故死者数の約 6 割が高齢者で、さらに、道路横断中における
交通事故死者数の約 7 割が高齢者でした。
　若い時の感覚のまま「まだ車は遠いし大丈夫」と判断して道路を横断することは危険です。
　加齢に伴う身体機能の低下を自覚し、明るい服装を身に着けて安全に道路を横断しましょう。

○ 道路の斜め横断は近く見えても、横断する距離は長くなります。
○ 横断前は、「止まって」、「見て」、「合図を出して」、「待って」渡りましょう。
○ 道路を横断する際は、横断歩道を渡りましょう!

○ 黒っぽい服装は薄暗い周囲に紛れ見えづらく発見が遅れがちになります。
○ 自分には車両が見えていても、ドライバーが気付いていると は限りません。
○ 明るい服装や反射材で自分を目立たせましょう!

【お問い合わせは】
博多警察署交通第一課交通総務係まで
� （092-412-0110）
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初
空
を
朱
に
染
め
な
が
ら
日
は
昇
り

初
空
を
朱
に
染
め
な
が
ら
日
は
昇
り

　
　
　
　
博
多
の
空
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す

　
　
　
　
博
多
の
空
を
あ
ま
ね
く
照
ら
す

那
珂
校
区
　
　
加
藤
　
節
子
　
　

那
珂
校
区
　
　
加
藤
　
節
子
　
　

亡
き
母
も
米
寿
で
逝
き
し
吾
も
又

亡
き
母
も
米
寿
で
逝
き
し
吾
も
又

　
　
　
　
米
寿
を
迎
え

　
　
　
　
米
寿
を
迎
え
時時と

き

と

き代代
は
廻
れ
り

は
廻
れ
り

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　
　

奈
良
屋
地
区
　
吉
田
　
玲
子
　
　

こ
の
夏
の
家
庭
菜
園
全
滅
と

こ
の
夏
の
家
庭
菜
園
全
滅
と

　
　
　
　
友
よ
り
届
く
な
げ
き
の
メ
ー
ル

　
　
　
　
友
よ
り
届
く
な
げ
き
の
メ
ー
ル

東
吉
塚
校
区
　
髙
橋
　
博
美
　
　

東
吉
塚
校
区
　
髙
橋
　
博
美
　
　

お
互
い
に
固
有
名
詞
の
出
ぬ
ま
ま
に

お
互
い
に
固
有
名
詞
の
出
ぬ
ま
ま
に

　
　
　
　
話
弾
み
て

　
　
　
　
話
弾
み
て
老老と

も

と

も友友
と
わ
ら
い
ぬ

と
わ
ら
い
ぬ

那
珂
校
区
　
　
上
妻
　
壽
賀
子
　

那
珂
校
区
　
　
上
妻
　
壽
賀
子
　

秋
の
日
の
み
ど
り
す
こ
ぶ
る
柳
川
で

秋
の
日
の
み
ど
り
す
こ
ぶ
る
柳
川
で

　
　
　
　
今
日
も
た
の
し
く
詩
と
歩
き
ぬ

　
　
　
　
今
日
も
た
の
し
く
詩
と
歩
き
ぬ

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子
　

東
住
吉
校
区
　
青
木
　
千
枝
子
　

短短

歌歌

猛
暑
日
後
体
力
無
さ
に
年
を
知
る

猛
暑
日
後
体
力
無
さ
に
年
を
知
る

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

那
珂
南
校
区
　
石
川
　
浩
二
朗
　

親
思
う
気
持
を
包
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

親
思
う
気
持
を
包
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

大
浜
地
区
　
　
大
石
　
和
子
　
　

大
浜
地
区
　
　
大
石
　
和
子
　
　

大
豆
煮
の
吹
き
こ
ぼ
れ
た
り
長
電
話

大
豆
煮
の
吹
き
こ
ぼ
れ
た
り
長
電
話

那
珂
校
区
　
　
廣
田
　
す
み
子
　

那
珂
校
区
　
　
廣
田
　
す
み
子
　

買
い
物
へ
歩
数
計
持
っ
て
今
日
も
ま
た

買
い
物
へ
歩
数
計
持
っ
て
今
日
も
ま
た

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　
　

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
寛
義
　
　

孫
が
来
た
柴
三
郎
じ
ゃ
喜
ば
ね
え

孫
が
来
た
柴
三
郎
じ
ゃ
喜
ば
ね
え

東
吉
塚
校
区
　
辻
田
　
静
代
　
　

東
吉
塚
校
区
　
辻
田
　
静
代
　
　

今
日
も
ま
た
テ
ィ
シ
ュ
あ
め
玉
診
察
券

今
日
も
ま
た
テ
ィ
シ
ュ
あ
め
玉
診
察
券

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　
　

東
吉
塚
校
区
　
市
川
　
和
枝
　
　

暑
か
っ
た
本
当
に
今
年
は
こ
た
え
た
ネ

暑
か
っ
た
本
当
に
今
年
は
こ
た
え
た
ネ

東
吉
塚
校
区
　
金
丸
　
幸
子
　
　

東
吉
塚
校
区
　
金
丸
　
幸
子
　
　

台
風
も
迷
走
の
ろ
の
ろ
リ
ハ
ビ
リ
を

台
風
も
迷
走
の
ろ
の
ろ
リ
ハ
ビ
リ
を

東
吉
塚
校
区
　
伊
藤
　
康
代
　
　

東
吉
塚
校
区
　
伊
藤
　
康
代
　
　

カ
レ
ン
ダ
も
記
録
づ
く
し
の
猛
暑
日
に

カ
レ
ン
ダ
も
記
録
づ
く
し
の
猛
暑
日
に

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
年
江
　
　

東
吉
塚
校
区
　
佐
谷
　
年
江
　
　

は
な
れ
た
い
は
な
れ
ら
れ
な
い

は
な
れ
た
い
は
な
れ
ら
れ
な
い
夫夫め
お
と
い
わ

め
お
と
い
わ

婦
岩
婦
岩

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　
　

東
吉
塚
校
区
　
安
武
　
浩
二
　
　

塞塞ふ
さ
ふ
さ
ぐ
日
々
友
の
電
話
に
は
げ
ま
さ
れ

ぐ
日
々
友
の
電
話
に
は
げ
ま
さ
れ

東
吉
塚
校
区
　
内
藤
　
多
美
子
　

東
吉
塚
校
区
　
内
藤
　
多
美
子
　

川川

柳柳

俳俳

句句

赤
と
ん
ぼ
ス
イ
ー
ス
イ
ー
と
ダ
ン
ス
す
る

赤
と
ん
ぼ
ス
イ
ー
ス
イ
ー
と
ダ
ン
ス
す
る

東
月
隈
校
区
　
笹
尾
　
知
江
　
　

東
月
隈
校
区
　
笹
尾
　
知
江
　
　

コ
ス
モ
ス
の
花
に
よ
ば
れ
て
能
古
島

コ
ス
モ
ス
の
花
に
よ
ば
れ
て
能
古
島

東
月
隈
校
区
　
中
武
　
正
　
　
　

東
月
隈
校
区
　
中
武
　
正
　
　
　

あ
と
を
来
る
蝶
と
一
緒
の
花
巡
り

あ
と
を
来
る
蝶
と
一
緒
の
花
巡
り

東
月
隈
校
区
　
原
口
　
敏
郎
　
　

東
月
隈
校
区
　
原
口
　
敏
郎
　
　

夏
祭
り
年
を
忘
れ
て
踊
る
輪
に

夏
祭
り
年
を
忘
れ
て
踊
る
輪
に

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子
　

那
珂
南
校
区
　
井
上
　
佐
重
子
　

秋
刀
魚
焼
く
亡
き
夫
に
供
へ
一
人
酒

秋
刀
魚
焼
く
亡
き
夫
に
供
へ
一
人
酒

那
珂
校
区
　
　
日
下
部
　
洋
子
　

那
珂
校
区
　
　
日
下
部
　
洋
子
　

八八や

そ

じ

や

そ

じ
十
路
十
路
す
ぎ
友
ら
と
競
う

す
ぎ
友
ら
と
競
う
ララ最
後
の
が
ん
ば
り

最
後
の
が
ん
ば
り

ス
ト
ヘ
ビ
ー

ス
ト
ヘ
ビ
ー

冷
泉
校
区
　
　
中
山
　
陽
子
　
　

冷
泉
校
区
　
　
中
山
　
陽
子
　
　

枯
枝
に
蝉
の
脱
け
が
ら
秋
を
待
つ

枯
枝
に
蝉
の
脱
け
が
ら
秋
を
待
つ

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　
　

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
宏
子
　
　

不
景
気
だ
今
年
も
き
め
た
寝
正
月

不
景
気
だ
今
年
も
き
め
た
寝
正
月

東
吉
塚
校
区
　
北
浜
　
宏
美
　
　

東
吉
塚
校
区
　
北
浜
　
宏
美
　
　

こ
の
残
暑
厳
し
す
ぎ
た
ネ
そ
う
ザ
ン
シ
ョ

こ
の
残
暑
厳
し
す
ぎ
た
ネ
そ
う
ザ
ン
シ
ョ

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
満
　
　
　

東
吉
塚
校
区
　
稲
益
　
満
　
　
　

秋
桜
や
広
さ
に
か
す
む
孫
二
人

秋
桜
や
広
さ
に
か
す
む
孫
二
人

東
吉
塚
校
区
　
前
之
園
フ
ヂ
ヱ
　

東
吉
塚
校
区
　
前
之
園
フ
ヂ
ヱ
　

こ
の
猛
暑
脳
も
体
も
く
た
く
た
に

こ
の
猛
暑
脳
も
体
も
く
た
く
た
に

東
吉
塚
校
区
　
福
田
　
一
二
三
　

東
吉
塚
校
区
　
福
田
　
一
二
三
　

風
と
舞
う
役
目
を
終
え
た

風
と
舞
う
役
目
を
終
え
た
紅紅こ
う
よ
う

こ
う
よ
う葉葉
がが

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

東
吉
塚
校
区
　
宮
本
　
コ
ト
ミ
　

柿
ひ
ろ
い
共
に
遊
ん
だ
友
逝
ぬ

柿
ひ
ろ
い
共
に
遊
ん
だ
友
逝
ぬ

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子
　

東
住
吉
校
区
　
古
川
　
ト
キ
子
　

翡翡か
わ
せ
み

か
わ
せ
み翠翠
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
浴
び
て
飛
び
立
ち
ぬ

や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
浴
び
て
飛
び
立
ち
ぬ

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　
　

那
珂
南
校
区
　
野
上
　
文
子
　
　

あ
と
が
き

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
の
御
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

年
に
2
回
発
行
致
し
て
お
り

ま
す
こ
の
「
博
高
連
だ
よ
り
」

も
71
号
と
な
り
ま
し
た
。
い
つ

も
投
稿
に
ご
協
力
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
報
紙
を
発
行
す
る
に
あ
た

り
広
報
部
一
同
は
皆
様
達
が
毎

号
楽
し
み
に
首
を
長
く
し
て
待

た
れ
る
姿
を
頭
に
浮
か
べ
、
マ

ン
ネ
リ
化
を
無
く
し
、
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
和
気

藹
々
の
も
と
作
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
元
気
な

活
動
の
様
子
を
広
報
紙
を
通
じ

て
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

広
報
部　
部
会
長　
稲
益　
満

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た

�

皆
様
方
へ

　

こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ

　

こ
の
た
び
は
「
博
高
連
だ
よ

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願

っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

��

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

博
多
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会



令和7年1月1日 第71号（12）

かかたたはは 熱熱 中中 人人
ねっちゅうびとねっちゅうびと

第19回 会員の皆さんが、いま熱中している会員の皆さんが、いま熱中している
趣味や活動をご紹介します。趣味や活動をご紹介します。

　
J
R
博
多
駅
よ
り
徒
歩
で
10
分
程
の
と

こ
ろ
に
、
東
住
吉
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

周
辺
は
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が

林
立
し
て
い
ま
す
が
、
校
庭
の
大
楠
が
シ

ン
ボ
ル
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
小
学
校

で
す
。

　

校
舎
の
く
つ
箱
の
近
く
に
使
わ
な
く

な
っ
た
花
壇
を
利
用
し
た
、
縦
2
メ
ー
ト
ル

横
11
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
あ
り

ま
す
。
20
年
程
前
に
校
区
栄
寿
会
の
中
村

正
男
さ
ん
が
田
ん
ぼ
を
作
り
あ
げ
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き
た
教
材
と
し
て
「
お
米
の

一
生
」
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
担
当
は
五
年
生
。
今
年
も
6
月
に
田
植

え
を
し
ま
し
た
。
中
村
さ
ん
よ
り
植
え
方

の
説
明
を
受
け
、
児
童
が
一
束
ず
つ
苗
を

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て

東
住
吉
校
区　

連
合
永
寿
会　

中
村　

正
男
氏
（
89
）

も
ら
い
、
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
植
え
て
い
く

の
で
す
が
、
足
を
入
れ
た
と
た
ん
に
土
に

触
れ
た
感
触
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
植

え
た
苗
が
倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の

も
、
バ
ラ
け
た
り
し
て
い
る
も
の
も
、
苗

が
根
付
く
と
自
分
で
ち
ゃ
ん
と
真
っ
直
ぐ

に
な
る
と
中
村
さ
ん
か
ら
植
物
の
生
き
る

た
く
ま
し
さ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

9
月
に
は
す
ず
め
が
稲
穂
を
つ
い
ば
ま

な
い
よ
う
に
と
稲
の
上
に
ネ
ッ
ト
張
り
。

10
月
に
は
待
ち
に
待
っ
た
稲
刈
り
。
脱
穀

は
中
村
さ
ん
が
し
て
く
れ
ま
す
。
昨
年
の

収
穫
は
8
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
こ
と
。
自
分

た
ち
が
育
て
た
お
米
を
学
校
で
試
食
す
る

の
で
す
が
、
味
わ
い
も
格
別
で
し
ょ
う
。

　

中
村
さ
ん
は
も
う
す
ぐ
90
歳
に
な
り
ま

植え方の説明をする中村さん植え方の説明をする中村さん

児童と共に田植え児童と共に田植え

たくましく育った稲たくましく育った稲
待ちに待った稲刈り待ちに待った稲刈り

す
。
校
庭
の
小
さ
な
田
ん
ぼ
で
20
年
間

休
ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
「
お
米
の
一

生
」
を
教
え
て
く
れ
る
中
村
さ
ん
は
、

ま
さ
に
校
区
の
熱
中
人
で
す
。

【
取
材
】

東
住
吉
校
区　
連
合
永
寿
会

�

会
長　
小
嶋　
和
子


